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　国際協力が発明されてからおよそ160年。アン
リ・デュナンによる赤十字国際委員会の前身・
五人委員会の結成が、現在の国際交流の一つの
源流と考えられます。その後現在のNGOが創り
出されたのが100年前、第一次世界大戦後に英
国でセーブ・ザ・チルドレンが、第二次大戦後
にOxfam（1942）や日本も大いに支援を受けた
CARE（1945）が設立され、民間による国際協力
が始まりました。政府による国際協力は1944年
に国際通貨基金と国際復興開発銀行（世銀）の
設立が合意されたことからで、1948年の欧州復
興計画や英国のコロンボプラン（1950）と続き
ます。これらの行きつく先に南北問題への対応と
して、国連開発の10年が1961年から始まり、慈
善型や技術移転型また参加型などと考え方も変
遷し、現在に至っています。
　日本での国際協力の源流の一つは1877年の
西南戦争時の博愛社で、NGOは1938年発足の
JOCS。その後、戦後復興の支援を受けていたの
が、支援をする側となってゆき、1970年代後半

からのインドシナ難民支援の時代となり、シャン
ティの設立もこの頃。1980年代の経済成長のさ
なかには、外資系NGOも日本のマーケットに参
画してきました。1990年代は大きな震災と特定
非営利活動促進法が施行されたこと、また企業
経営の手法やIT技術を活用して活動を行う組織
の参画などで、新たな国際協力の担い手が数多
く誕生しました。
　このように多くのNGOの設立や、グローバル
化が進む中で身近な存在になった海外により、
かつては希少であった国際協力は大衆化時代に
あるともいえます。この状況で登場してきたのが、
ソーシャルイノベーションです。ここには成熟化
した市場を抱える企業、NGO以外の非営利組織
もアクターとして参画し、SDGsを掲げ協働を目
指しています。シャンティも地球市民事業課を
新たに創設し、社会のニーズに合わせて組織に
新しい風を吹き込んでいます。国際協力のこの
先は、どのように変化するのか。変化する者のみ
が新たな道を歩めるのかもしれません。
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「
カ
ン
ボ
ジ
ア
」と
言
え
ば
、
ま
ず
は
世
界

遺
産
の「
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
」。
ほ
か
に
も

優
美
な
伝
統
舞
踊
「
ア
プ
サ
ラ
の
舞
」や
隣
国

と
比
べ
辛
さ
や
香
り
に
く
せ
が
な
く
て
食
べ

や
す
い
「
料
理
」
な
ど
、
魅
力
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。
近
年
は
フ
ォ
ト
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
な
観
光
地
と

し
て
、
ま
た
、
サ
ッ
カ
ー
代
表
監
督
に
本
田
圭

佑
選
手
が
就
任
し
た
国
と
し
て
も
話
題
で
す
。

　
そ
ん
な
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
シ
ャ
ン
テ
ィ
が
事

務
所
を
開
設
し
た
の
は
1
9
9
1
年
の
こ
と
。

当
時
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
シ
ャ
ン
テ
ィ
を
振
り
返

り
、
変
わ
り
ゆ
く
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
今
の
姿
を
特

集
し
ま
し
た
。

3 2

カンボジアの人々にとって
身近な蓮の花
©松本榮一



激
動
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
日
本

　

日
本
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
交
流
の
歴
史
は
古
く
、
今

か
ら
4
0
0
年
前
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
朱
印
船
貿

易
が
盛
ん
で
日
本
人
町
が
あ
り
、
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ

ト
を
参
詣
し
た
日
本
人
が
何
人
も
い
た
こ
と
が
記
録

に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
鎖
国
に
よ
っ
て
関
係
は
途
切
れ
、
次
に

登
場
す
る
の
は
ず
っ
と
時
代
が
下
っ
た
1
9
4
0
年

代
前
半
で
す
。
日
本
軍
が
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
に
進

駐
し
、
1
9
4
5
年
3
月
に
フ
ラ
ン
ス
軍
を
武
装
解

除
。
シ
ハ
ヌ
ー
ク
国
王
は
独
立
を
宣
言
し
ま
す
が
、

8
月
の
日
本
の
敗
戦
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
は
独
立
を

認
め
ず
統
治
を
継
続
し
ま
す
。

　

90
年
間
フ
ラ
ン
ス
の
保
護
領
と
な
っ
て
い
た
カ

ン
ボ
ジ
ア
は
シ
ハ
ヌ
ー
ク
国
王
の
下
、
1
9
5
3

年
に
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
」
と
し
て
完
全
独
立
を

達
成
し
、
発
展
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。
日
本
と
は

1
9
5
3
年
に
外
交
関
係
を
樹
立
し
、
翌
年
に
カ
ン

ボ
ジ
ア
は
対
日
賠
償
請
求
権
を
放
棄
。
1
9
5
5
年

に
シ
ハ
ヌ
ー
ク
国
王
が
国
賓
と
し
て
訪
日
し
、
日
本

に
と
っ
て
戦
後
初
の
友
好
条
約
を
結
び
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
1
9
7
0
年
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て

親
米
政
権
に
な
る
と
内
戦
が
始
ま
り
、
そ
の
後
、
過

激
な
共
産
主
義
を
掲
げ
る
親
中
ポ
ル
・
ポ
ト
政
権

が
権
力
を
掌
握
す
る
と
、
飢
餓
と
殺
戮
に
よ
っ
て

2
0
0
万
人
と
も
言
わ
れ
る
人
々
が
亡
く
な
り
ま

し
た
。
1
9
7
9
年
に
ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
は
崩
壊
し

ま
す
が
、
そ
の
後
も
内
戦
が
続
き
ま
し
た
。
東
西
冷

戦
構
造
の
崩
壊
の
中
、
和
平
へ
の
機
運
が
高
ま
り
、

1
9
9
1
年
1
0
月
に
パ
リ
和
平
協
定
が
締
結
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
に
従
っ
て
1
9
9
2
年
3
月
か
ら
国

連
カ
ン
ボ
ジ
ア
暫
定
統
治
機
構
（
U
N
T
A
C
）
が

展
開
し
、
P
K
O
活
動
に
日
本
は
戦
後
初
め
て
自
衛

隊
、
文
民
警
察
、
選
挙
監
視
団
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

日
本
を
含
め
た
西
側
諸
国
の
支
援
に
よ
り
和
平
、

復
興
、
開
発
と
ス
テ
ッ
プ
を
歩
ん
で
き
た
カ
ン
ボ
ジ

ア
は
2
0
0
4
年
に
W
T
O
に
加
盟
し
、
海
外
か
ら

の
投
資
に
よ
っ
て
2
0
0
7
年
ま
で
10
％
を
超
え
る

経
済
発
展
を
成
し
遂
げ
、
7
％
近
い
経
済
成
長
を
続

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
数
年
で
数
百
社
の
日
本

企
業
が
進
出
し
、
在
留
邦
人
は
4
0
0
0
人
を
超
え

ま
し
た
。

文
筆　

手
束
耕
治

5 4

変
わ
り
ゆ
く

カ
ン
ボ
ジ
ア
、

今
の
姿

特  

集

タイ

ベトナム

トンレサップ湖

メコン川

プノンペン

シェムリアップ
バッタンバン

ラオス

カンボジア

カンボジアって
こんな国

カンボジアは、インドシナ半島の南西
に位置し、南をシャム湾、国境をタイ、
ラオス、ベトナムに囲まれています。メ
コン川が北から南へＳ字形に約500
㎞にわたり貫流し、雨季の流量は乾季
の20倍にふくれ上がります。気候は
熱帯モンスーン気候の高温多湿で蒸し
暑く、年平均気温は27℃。12月から5
月が乾季で、雨季は6月から11月。

©Yoshifumi Kawabata
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世
界
銀
行
に
よ
る
と
カ
ン
ボ

ジ
ア
は
2
0
1
5
年
の
一
人
当
た

り
の
国
民
総
所
得
（
G
N
I
）
が

1
0
7
0
ド
ル
と
な
り
、
低
所
得

国
（
1
0
2
5
ド
ル
以
下
）
か
ら

低
中
所
得
国
（
1
0
2
6
ド
ル
～

4
0
3
5
ド
ル
）
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
国
連
の
分
類
で

は
引
き
続
き
「
後
発
発
展
途
上
国

（
L
D
C
）
」
で
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
国

民
の
35
％
（
※
）
が
ま
だ
貧
困
状
態

に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
カ
ン

ボ
ジ
ア
は
今
後
も
経
済
成
長
を
続

け
な
が
ら
、
貧
困
層
の
生
活
レ
ベ
ル

を
向
上
さ
せ
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
民
間
投

資
を
促
進
し
企
業
活
動
を
盛
ん
に

す
る
と
と
も
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府

や
市
民
組
織
が
自
立
・
発
展
す
る
よ

う
に
各
国
政
府
や
国
際
N
G
O
な

　

紀
元
前
3
世
紀
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に

仏
教
が
伝
来
し
て
以
来
、
仏
教
は

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
社
会
に
深
く
浸
透

し
、「
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
で
あ
る
こ
と

は
仏
教
徒
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
る
ほ

ど
人
々
の
仏
教
に
対
す
る
信
仰
心

は
篤
く
、
仏
教
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
精

神
文
化
の
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

暗
黒
の
ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
時
代

（
1
9
7
5
年
4
月
～
1
9
7
9

年
1
月
）
に
は
あ
ら
ゆ
る
宗
教

が
弾
圧
さ
れ
、
す
べ
て
の
仏
教
寺

院
（
3
3
6
9
カ
寺
）
は
閉
鎖
。

6
万
5
千
人
い
た
僧
侶
は
す
べ
て

還
俗
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し

1
9
7
9
年
に
ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
が

崩
壊
す
る
と
、
人
々
は
心
の
奥
深
く

に
封
じ
込
め
て
い
た
信
仰
を
取
り

戻
し
、
地
域
社
会
の
核
と
な
る
寺
院

を
再
興
さ
せ
、
ゼ
ロ
か
ら
の
村
づ
く

り
、
国
の
復
興
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

内
戦
か
ら
和
平
、
復
興
、
開
発

へ
。
そ
し
て
経
済
発
展
を
目
指
す
カ

ン
ボ
ジ
ア
で
す
が
、
そ
の
反
面
、
民

主
化
の
後
退
、
格
差
の
拡
大
、
開
発

に
よ
る
環
境
破
壊
や
土
地
問
題
の

激
化
、
伝
統
文
化
の
衰
退
、
モ
ラ
ル

の
退
廃
な
ど
の
問
題
が
起
こ
っ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
破
壊
さ
れ
た
仏

教
が
人
々
の
信
仰
に
よ
っ
て
蘇
っ
た

よ
う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
中
心

に
お
寺
が
あ
り
、
人
々
の
心
の
中
に

仏
教
が
あ
る
限
り
、
ど
ん
な
問
題
が

起
こ
っ
た
と
し
て
も
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

人
々
は
必
ず
そ
の
問
題
を
乗
り
越

え
て
ゆ
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

ど
に
よ
る
教
育
や
医
療
、
イ
ン
フ
ラ

な
ど
に
対
し
て
継
続
的
な
支
援
が

必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
引
用　

U
N
D
P
発
表
の
多
次
元
貧
困
指
数

文
筆　

手
束
耕
治

現
在
、
1
5
0
万
人
ほ
ど
が
暮
ら

す
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
首
都
プ
ノ
ン
ペ

ン
。
内
戦
が
終
結
し
た
1
9
7
9

年
の
人
口
は
2
～
5
万
人
ほ
ど

だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
近

年
は
、
中
国
の
洪
水
の
よ
う
な
投

資
に
よ
り
高
層
ビ
ル
が
立
ち
並

び
、
新
車
や
新
型
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク

が
忙
し
く
街
の
中
を
行
き
来
し
て

い
ま
す
。

経
済
的
な
変
化
や
日
本
企
業

仏
教
国
、
破
壊
か
ら
の
復
活

1987

1995

2017

2019

2019

プノンペンのモニボン通り

カンボジア国立仏教研究所の
再建予定地

左：同モニボン通り
下：建設ラッシュのプノンペン市街
　　©Yoshifumi Kawabata

再建後の同研究所（建物手前）

変わりゆくカンボジア、今の姿特 集
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内
戦
終
了
か
ら
数
十
年
。国
際
社

会
の
支
援
も
あ
り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

子
ど
も
た
ち
の
教
育
へ
の
ア
ク
セ
ス

は
大
幅
に
改
善
し
ま
し
た
。こ
う
し

た
中
で
今
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、「
学

校
教
育
は
子
ど
も
た
ち
の
学
び
に
き

ち
ん
と
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
」と
い

う
教
育
の
質
の
問
題
で
す
。

　

2
0
1
2
年
に
行
わ
れ
た
小
学

校
低
学
年
児
童
の
読
解
能
力
テ
ス

ト
で
は
、
小
学
1
年
生
の
半
数
が
文

字
を
1
文
字
た
り
と
も
識
別
で
き

ず
、
2
年
生
の
半
数
が
常
用
単
語

を
読
め
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
ま
た
2
0
1
4
年
の
高
校
卒

業
試
験
（
高
校
卒
業
資
格
を
得
る

た
め
の
全
国
統
一
試
験
）
で
は
、
そ

れ
ま
で
常
態
化
し
て
い
た
カ
ン
ニ
ン

グ
等
の
不
正
に
対
す
る
徹
底
的
な

取
り
締
ま
り
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
、

合
格
者
の
割
合
が
前
年
の
86
％
か

ら
25
・
7
％
に
下
が
る
と
い
う
衝
撃

的
な
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
学
校
で

の
教
育
が
必
ず
し
も
子
ど
も
た
ち

の
学
び
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
学
ん
で
い
る
の
か

　

格
差
を
是
正
し
困
難
な
状
況
に

あ
る
子
ど
も
た
ち
が
貧
困
か
ら
脱

却
す
る
た
め
に
は
、
公
教
育
の
質
を

改
善
す
る
こ
と
は
不
可
欠
で
す
。

　

ま
た
、
学
習
達
成
度
の
低
さ
は

国
の
発
展
を
担
う
人
材
育
成
を
妨

げ
る
も
の
で
あ
り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
政

府
に
と
っ
て
深
刻
な
問
題
で
す
。

　
こ
れ
に
対
し
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
教
育
・

青
年
・
ス
ポ
ー
ツ
省
は
、さ
ま
ざ
ま

な
改
革
を
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
て
い
ま

す
。
優
秀
な
人
材
が
教
職
に
就
く
こ

と
を
促
す
た
め
の
教
員
給
与
の
引
き

上
げ
や
、
幼
稚
園
か
ら
高
校
ま
で
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
訂
。
教
育
行
政

で
は
、
実
力
あ
る
若
手
行
政
官
の
活

躍
も
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
時
代
の
流
れ
の
中
、

N
G
O
に
は
学
び
の
質
の
改
善
に

貢
献
で
き
る
「
専
門
性
」
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
事
業

の
質
は
厳
し
く
評
価
さ
れ
ま
す
が
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
人
々
は
良
い
取
り

組
み
と
判
断
す
れ
ば
貪
欲
に
取
り

入
れ
る
と
感
じ
ま
す
。
同
時
に
複
雑

な
政
治
状
況
の
中
で
中
立
の
立
場

を
維
持
し
つ
つ
、
中
央
で
進
め
ら
れ

る
改
革
が
農
村
部
の
僻
地
や
貧
困

層
に
届
く
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
こ

と
も
、
N
G
O
の
重
要
な
役
割
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

文
筆　

カ
ン
ボ
ジ
ア
事
務
所　

萩
原
宏
子

学
び
の「
質
」の
改
善
と
N
G
O
の
役
割

2019 2000

現在のプノンペン近郊の学校。校舎は古いが、教材が教室の壁一面に貼られている。 寺院の中にある教室で勉強する子どもたち

1987

1987

1987
上：プノンペン市内の学校校舎
中：国立図書館内部
下：村人が力を合わせて建設した校舎

井戸からの水くみと植物への
水まき当番

プノンペンの学校
©Yoshifumi Kawabata

変わりゆくカンボジア、今の姿特 集

20192019

内
戦
後
の
復
興
か
ら
発
展
へ
と
国

が
変
化
す
る
中
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

教
育
事
情
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
。
学
校
が
増
え
、
就
学
率
も
改

善
し
、
特
に「
量
」の
面
で
目
覚
ま

し
い
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
が
、
学

び
の
「
質
」
の
改
善
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　©Yoshifumi Kawabata



学
校
を
建
て
替
え
。
1
9
9
2
年
に

木
造
2
棟
、
1
0
教
室
の
校
舎
が
完

成
。
こ
れ
を
契
機
に
あ
ち
こ
ち
の
村

人
か
ら
学
校
建
設
の
直
訴
を
受
け

る
よ
う
に
な
り
、
住
民
参
加
の
学
校

建
設
活
動
が
広
が
っ
て
ゆ
き
ま
し

た
。

文
筆　

手
束
耕
治

11 10

20
年
に
わ
た
る
内
戦
に
よ
っ
て
傷

つ
い
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
教
育
文
化

の
復
興
を
支
援
す
る
た
め
、シ
ャ
ン

テ
ィ
は
1
9
9
1
年
3
月
に
プ
ノ

ン
ペ
ン
に
事
務
所
を
開
設
し
、人
材

育
成
、
印
刷
出
版
、
図
書
館
活
動

を
開
始
し
ま
し
た
。
近
年
は
教
育
・

文
化
支
援
活
動
や
、
公
立
幼
稚
園

に
お
け
る
幼
児
教
育
の
質
の
改
善

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

1
9
9
3
年
、
図
書
館
活
動
立

ち
上
げ
調
査
時
、
4
0
校
余
り
の
小

学
校
で
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
時
、
聞
き
入
る
生
徒
の
様

子
に
感
動
し
た
学
校
の
先
生
が
、

「
私
の
学
校
で
読
み
聞
か
せ
を
し
た

い
」
と
声
を
上
げ
ま
し
た
。
先
生
が

変
わ
れ
ば
生
徒
、
そ
し
て
学
校
が

変
わ
る
。
変
化
を
聞
い
た
周
辺
の
学

校
が
こ
の
先
生
に
頼
み
、
自
転
車
に

絵
本
を
積
ん
だ
巡
回
図
書
活
動
が

始
ま
り
ま
し
た
。
一
つ
の
小
学
校
か

ら
周
り
の
地
域
、
州
全
体
、
さ
ら
に

隣
の
州
へ
。
や
が
て
教
育
省
か
ら
、

全
国
の
小
学
校
に
図
書
館
活
動
を

広
め
る
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
始

ま
っ
た
活
動
は
、
公
立
小
学
校
か
ら

ス
ラ
ム
、
地
方
の
寺
院
、
生
涯
教
育

の
拠
点
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

シ
ャ
ン
テ
ィ
の
教
育
活
動
の
広
が
り

上：バッタンバン州での学校建設
下：「おはなし」活動
左：小学校での図書館活動

上：コミュニティー図書館事業
での夜間識字教室
下：建設したコンポントム州の
コミュニティー図書館
©Yoshifumi Kawabata 幼児教育事業での絵本の読み聞かせ。「おおきなかぶ」（福音館書店）

1992

19932017

2017 19942015

変わりゆくカンボジア、今の姿特 集

図
書
館
、
そ
し
て
幼
児
教
育
の
質
の

改
善
事
業
へ
と
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
建
設
活
動
は
国
内
の
戦
争

避
難
民
2
0
万
人
、
国
境
の
帰
還
難

民
3
6
万
人
の
支
援
事
業
と
し
て

開
始
。
ま
だ
地
雷
除
去
も
始
ま
っ
て

い
な
い
数
千
人
が
暮
ら
す
村
に
ニ
ッ

パ
ヤ
シ
で
で
き
た
小
さ
な
小
屋
の
小

建設した学校
1993

12校
2018

269校=

1993
1回/
35人

2018
292回/

21,122人開催した研修 =

支援した図書館
1993

0
2018

630=

出版した絵本
1993

3タイトル/
10,800冊

2018
129タイトル/

370,500冊=

　　©Yoshifumi Kawabata
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1
9
9
1
年
5
月
、
プ
ノ
ン
ペ
ン

市
内
の
高
校
に
「
日
本
・
カ
ン
ボ
ジ

ア
友
好
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
」
の
建

設
を
開
始
し
、
1
9
9
2
年
7
月
よ

り
印
刷
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
カ
ン

ボ
ジ
ア
政
府
か
ら
依
頼
さ
れ
た
仏

教
や
文
化
の
図
書
ほ
か
、
国
連
カ
ン

ボ
ジ
ア
暫
定
統
治
機
構
（
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ａ

Ｃ
）
よ
り
依
頼
の
選
挙
関
連
の
ポ
ス

タ
ー
、
文
書
な
ど
を
大
量
に
印
刷
し

所
を
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
し
て
仏

教
や
文
化
図
書
の
復
刻
配
布
が
始

ま
り
、
全
国
の
寺
院
に
配
布
し
ま
し

た
。
1
9
9
5
年
に
は
、
仏
教
の
根

本
聖
典
で
あ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
語
版
ト

リ
ピ
タ
カ
（
南
伝
大
蔵
経
）
を
復
刻

し
、
全
国
の
約
千
の
寺
院
に
贈
呈
し

ま
し
た
。
ま
た
、
仏
教
研
究
所
本
体

の
再
建
事
業
に
も
協
力
し
ま
し
た
。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
は
1
9
7
0
年
か

ら
20
年
続
い
た
内
戦
が
終
了
、

2
0
0
0
年
代
か
ら
は
外
国
の
投
資

に
よ
る
経
済
発
展
へ
と
激
動
の
近
代

を
歩
ん
で
き
ま
し
た
が
、
今
で
も
国

民
の
35
％
が
貧
困
で
す
。
幼
児
教
育

や
中
学
校
の
就
学
率
の
低
さ
、
妊
産

婦
死
亡
率
や
子
ど
も
の
栄
養
不
良

率
の
高
さ
、
開
発
に
よ
る
住
民
移
転

訴
訟
の
増
加
、
汚
職
や
金
権
主
義
の

蔓
延
、
盗
難
や
交
通
事
故
の
増
加
。

青
少
年
へ
の
覚
せ
い
剤
な
ど
の
広
が

り
な
ど
多
く
の
社
会
問
題
が
あ
り

ま
す
。
今
後
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
が
さ
ら

に
発
展
を
続
け
る
た
め
に
は
教
育
や

衛
生
状
況
の
改
善
、
海
外
投
資
、
企

ま
し
た
。
ま
た
、
当
時
は
ま
だ
ほ
と

ん
ど
な
か
っ
た
絵
本
や
紙
芝
居
を

次
々
に
出
版
し
、
図
書
館
活
動
を
通

じ
て
全
国
の
学
校
や
図
書
館
に
配

布
し
ま
し
た
。

　

伝
統
文
化
活
動
は
ポ
ル
・
ポ
ト
時

代
に
破
壊
さ
れ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
文

化
の
基
層
と
な
っ
て
い
る
仏
教
の
復

興
を
支
援
す
る
た
め
に
1
9
9
2
年

8
月
よ
り
宗
教
省
国
立
仏
教
研
究

業
誘
致
に
よ
る
産
業
の
多
様
化
、
地

場
産
業
の
振
興
、
産
業
に
必
要
な
人

材
の
育
成
、
民
主
的
な
政
治
の
実
現

な
ど
が
必
要
で
す
。

　

シ
ャ
ン
テ
ィ
が
1
9
9
0
年
代
に

ク
メ
ー
ル
語
の
仏
教
や
文
化
の
図
書

を
復
刻
・
出
版
し
て
い
た
時
に
、
元

文
化
大
臣
で
プ
ノ
ン
ペ
ン
郊
外
に
ク

メ
ー
ル
瞑
想
文
化
セ
ン
タ
ー
を
開
い

て
活
動
し
て
い
た
故
チ
ェ
ン
ポ
ン
氏

の
瞑
想
の
本
を
出
版
支
援
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
何
度
か
セ
ン
タ
ー

を
訪
問
し
て
、
親
し
く
お
話
を
伺
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
時
、

氏
か
ら
「
T
E
Z
U
K
A
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
で
活
動
す
る
な
ら
、
1
0
0
年

後
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
人
た
ち
か
ら
い

い
仕
事
を
し
た
ね
と
言
わ
れ
る
よ
う

な
活
動
を
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ

れ
た
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
い
つ
ま
で
も
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

人
々
と
「
共
に
生
き
、
共
に
学
ぶ
」

シ
ャ
ン
テ
ィ
で
あ
り
続
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
ね
。

こ
れ
ま
で
と
、

こ
れ
か
ら
の
未
来

シャンティアドバイザー
カンボジア宗教省
仏教研究所顧問

手束耕治

1

23

45

19811991

19921995

1998 1996

1995

7 6

変わりゆくカンボジア、今の姿特 集

手束所蔵の写真

1 	仏教研究所再建事業
2	カオイダン難民キャンプ内の図書館での
ショット

3	プノンペン市内に建設した「日本・カン
ボジア友好職業訓練センター」周辺の家
屋。家も粗末でとてもプノンペンの市街
地とは思えない。

4	「日本・カンボジア友好職業訓練セン
ター」内の印刷所。ここでたくさんの絵本
が印刷された。

5	バッタンバン窯業訓練センター。カンボジ
アの伝統的なタタキによる壺作り

6	シェムリアップ市内でのトリピタカ配布。
行列の先頭を歩く州知事（右）と高僧

7	仏教と開発、仏教寺院とコミュニティー開
発研修会。夜になっても参加者の熱心な
意見交換が続いた。
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小こ
ば
や
し林 

裕ゆ
う

司じ

デ
ー
タ
管
理
・
I
T
担
当

N
G
O  

手
放
せ
な
い
の
は

ノ
ー
ト
P
C

山や
ま

本も
と 

栄え
い

吉き
ち

チ
ー
フ

避
難
民

こ
こ
に
住
む
な
と  

非
難
さ
れ

猪い
の

又ま
た 

佐さ

奈な

江え

ア
シ
ス
タ
ン
ト

伝
票
の  

う
し
ろ
に
見
え
る

笑
顔
た
ち

瀧た
き 

龍り
ゅ
う
た
ろ
う

太
郎

経
理
担
当

け
も
の
道

一
度
入
れ
ば  

心
地
よ
し

召め
す

田だ 

安や
す

宏ひ
ろ

広
報
担
当

テ
レ
ビ
見
て

つ
い
つ
い
気
に
な
る  

ア
ジ
ア
特
集

山や
ま

田だ 

貴た
か

子こ

ア
シ
ス
タ
ン
ト

欲
し
け
れ
ば

自
分
で
つ
く
る  

低
予
算

清き
よ

原は
ら 

笑え
み

子こ

ア
シ
ス
タ
ン
ト

絵
本
積
む

ト
ラ
ッ
ク
背
中
に  

手
を
振
っ
て

塙は
な
わ

香か

織お
り

ア
シ
ス
タ
ン
ト

ま
、
い
っ
か

美
魔
女
あ
き
ら
め  

作
業
服

亀か
め

谷た
に 

美み

保ほ

子こ

ア
シ
ス
タ
ン
ト

現
地
の
笑
顔

シ
ャ
ン
テ
ィ
み
ん
な
の  

宝
物

野の

口ぐ
ち 

早さ

苗な
え

支
援
者
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
チ
ー
ム

な
ぜ
だ
ろ
う
？

撤
収
早
い
の  

プ
ロ
以
上

日ひ

比び 

洸こ
う

紹
し
ょ
う

支
援
者
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
チ
ー
ム

さ
あ
令
和
！

新
た
な
時
代
へ  

シ
ャ
ン
テ
ィ
も

山や
ま

室む
ろ 

仁さ
と

子こ

支
援
者
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
チ
ー
ム
チ
ー
フ

あ
り
が
と
う

重
み
感
じ
る  

人
の
声

吉よ
し

田だ 

圭け
い

助す
け

支
援
者
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
チ
ー
ム

お
は
な
し
の

可
能
性
は  

無
限
大

平ひ
ら

島し
ま 

容よ
う

子こ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
チ
ー
ム
チ
ー
フ

電
話
口

何
度
も
聞
か
れ
る  

団
体
名

鈴す
ず

木き 

晶あ
き

子こ

課
長

う
ん
と
こ
し
ょ

大
き
な
か
ぶ
よ
り  

で
か
い
夢

岡お
か

本も
と 

和わ

幸こ
う

専
務
理
事
／

ク
ラ
フ
ト
エ
イ
ド
課
課
長

夢
語
れ

子
等
よ
未
来
の  

主
人
公

山や
ま

本も
と 

英え

里り

事
務
局
長
／

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
事
務
所
所
長

た
く
さ
ん
の

支
え
と
共
に  

け
も
の
道

スタッフ紹介

番外編

東京事務所に勤務する

スタッフにオリジナル

の「シャンティ川柳」を

詠んでもらいました。

総務・
人事室

執行部

経理課

広報・
リレー

ションズ課

吉よ
し

川か
わ 

剛

課
長
／
総
務
・
人
事
室
室
長

受
益
者
と

支
援
者
つ
な
ぐ  

け
も
の
道

た
け
し



スタッフ紹介

番外編
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竹た
け
も
と本 

舞ま
い

海
外
緊
急
救
援
担
当

行
き
た
い
な

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン  

い
つ
の
日
か

栗く
り

本も
と 

愛あ
い

海
外
事
業
担
当

届
け
た
い

未
来
を
創
る  

教
育

石い
し

塚づ
か 

咲さ
き

海
外
事
業
担
当

ボ
ー
ペ
ン
ニ
ャ
ン

ラ
オ
ス
の
魔
法
の  

合
言
葉

岩い
わ

松ま
つ 

智と
も

子こ

海
外
事
業
担
当

シ
ャ
ン
テ
ィ
の

お
や
つ
は
い
つ
も  

グ
ロ
ー
バ
ル

菊き
く

池ち 

礼あ
や

乃の

課
長

本
開
き

国
境
越
え
た  

冒
険
へ

黒く
ろ

田だ 

弘ひ
ろ

啓あ
き

海
外
事
業
担
当

新
元
号

新
た
な
職
場  

再
出
発

小こ

長な
が

谷や 

陽よ
う

子こ

ア
シ
ス
タ
ン
ト

疲
れ
て
も

ク
ラ
フ
ト
を
見
て  

回
復
す

栗く
り

原は
ら 

陽は
る

紀き

海
外
事
業
担
当

ス
カ
イ
プ
は

現
地
と
つ
な
ぐ  

い
の
ち
づ
な

浅あ
さ

木ぎ 

麻ま

梨り

耶や

海
外
事
業
担
当

兼
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
事
務
所
調
整
員

忘
れ
て
た

現
地
の
お
休
み  

金
曜
日

加か

 と
う藤 

由ゆ

里り

子こ

国
内
事
業
担
当

手
を
取
り
合
い

笑
顔
絶
え
な
い　

地
球
市
民

飯い
い

嶋じ
ま 

麻ま

里り

国
内
緊
急
救
援
担
当

気
づ
い
た
ら

ほ
と
ん
ど
出
張  

緊
急
救
援

渡わ
た

邉な
べ 

珠た
ま

人ひ
と

国
内
緊
急
救
援
担
当

兼 

国
内
事
業
担
当

足
音
が  

聞
こ
え
て
く
る
よ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

関せ
き 

尚ひ
さ
し士

課
長

地
球
市
民

成
る
は
誰
か
ら  

私
か
ら

嘉か

味み

田た 
倫と

も

慧え

作
り
手
の

姿
を
想
い  

袋
詰
め

佐さ

藤と
う 

純す
み

恵え

ア
シ
ス
タ
ン
ト

タ
イ
時
間  

納
期
日
過
ぎ
て
も

マ
イ
ペ
ン
ラ
イ

髙た
か

橋は
し 

布ふ

美み

子こ

入
荷
し
て

全
て
欲
し
く
な
る  

一
点
も
の

渡わ
た

辺な
べ 

ち
ひ
ろ

課
長
補
佐

行
っ
て
こ
い
！

古
ダ
ン
ボ
ー
ル
の  

無
事
祈
る

事業
サポート課

クラフト
エイド課

地球市民
事業課



貧
困
・
偏
見
・
差
別
と
い
う
困
難
な
世
界
か
ら

子
ど
も
た
ち
が
自
ら
立
ち
上
が
る
た
め
の
力
は
、

学
ぶ
き
っ
か
け
を
提
供
し
て
行
く
こ
と
、
一
人

の
力
は
限
ら
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
シ
ャ
ン

テ
ィ
（
平
和
）
へ
の
強
い
願
い
を
紡
い
で
行
き

た
い
。

会
長若

林 

恭
英

長
野
県
・
安
楽
寺

　
住
職

時
に
は
鳥
の
よ
う
に
羽
ば
た
い
て
世
界
を
み
つ

め
、
時
に
は
虫
の
よ
う
に
身
近
な
地
域
の
問
題

に
向
き
合
い
、
時
に
は
魚
の
よ
う
に
世
の
中
の

流
れ
を
読
み
、
役
員
と
し
て
シ
ャ
ン
テ
ィ
の
活

動
に
関
わ
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
！

理
事茅

野 

俊
幸

長
野
県
・
瑞
松
寺

　
住
職

今
年
の
3
月
の
総
会
に
て
理
事
に
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
今
ま
で
外
部
よ
り
シ
ャ
ン
テ
ィ
の
活
動

を
見
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
現
場
の
皆

さ
ま
の
手
助
け
を
少
し
で
も
で
き
る
よ
う
に
と

思
い
ま
す
。

理
事竹

俣 

昭
孝

東
京
都
・
大
林
院

　
住
職

19 18

専
務
理
事
と
な
り
、
二
期
目
を
迎
え
ま
す
。
会
員

支
援
者
の
皆
さ
ま
と
共
に
、
職
員
一
同
力
を
合
わ

せ
て
、
当
会
の
基
盤
を
強
化
し
、
ア
ジ
ア
の
子
ど

も
た
ち
の
未
来
の
糧
と
な
る
活
動
を
さ
ら
に
推
進

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

専
務
理
事

岡
本 

和
幸

千
葉
県
・
真
光
寺

　
住
職

こ
れ
ま
で
多
く
の
困
難
な
中
で
強
く
生
き
る
子

ど
も
た
ち
を
目
に
し
て
き
ま
し
た
。
時
間
は
か

か
り
ま
す
が
、
一
つ
一
つ
の
成
果
の
積
み
重
ね
が

社
会
を
変
え
て
い
く
上
で
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
と
共
に
、
平
和
な
社
会
へ
の
実
現

に
向
け
て
前
に
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

理
事山

本 

英
里

シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

事
務
局
長

行
に
は
願
い
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
願
い
が

あ
る
か
ら
行
ず
る
。
誰
も
が
願
う
社
会
と
は
。

そ
の
社
会
作
り
と
は
。
シ
ャ
ン
テ
ィ
は
き
っ
と

作
り
ま
す
。

理
事有

馬 

嗣
朗

山
口
県
・
原
江
寺

　
住
職

世
界
が
変
わ
る
中
、
国
際
協
力
は
ど
こ
へ
ゆ
く

の
か
。
戦
略
は
環
境
変
化
に
合
わ
せ
て
、
限
ら

れ
た
資
源
で
成
果
を
出
す
行
動
で
す
。
こ
れ
か

ら
皆
さ
ま
と
行
動
を
共
に
で
き
る
の
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

監
事中

山 

雅
之

国
士
舘
大
学
大
学
院

グ
ロ
ー
バ
ル
ア
ジ
ア
研
究
科

准
教
授

ひ
と
の
幸
せ
を
と
も
に
喜
び
、
ひ
と
の
悲
し
み

に
心
を
痛
め
る
。
そ
ん
な
心
の
人
々
で
い
っ
ぱ

い
の
シ
ャ
ン
テ
ィ
な
社
会
を
願
い
、
共
に
つ
く
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
は
足
元
か
ら
。

副
会
長

三
部 

義
道

山
形
県
・
松
林
寺

　
住
職

使
命
の「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」、
情
熱
の「
パ
ッ
シ
ョ
ン
」、

夢
の「
ド
リ
ー
ム
」。
頭
文
字
を
略
し
て
「
ミ
パ

ド
」か
ら
「
ミ
パ
ド
＋
」。
ア
ジ
ア
の
現
場
の
最

前
線
か
ら
国
境
を
超
え
て「
伝
え
る
」「
つ
な
ぐ
」「
創

る
」。

理
事八

木
澤 

克
昌

シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

ア
ジ
ア
地
域
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

「
十
年
ひ
と
昔
」
で
あ
り
、「
三
十
年
は
一
時
代
」

と
か
。
昭
和
か
ら
始
ま
っ
た
Ｓ
Ｖ
Ａ
は
十
分
に

時
代
を
築
い
て
き
た
。
今
ま
た
「
Ｓ
Ｖ
Ａ
の
後

に
時
代
が
で
き
た
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
活
動

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。「
濁
れ
る
水
の
流
れ
つ
つ

澄
む
」
流
れ
を
止
め
ま
い
。

常
務
理
事

早
坂 

文
明

宮
城
県
・
徳
本
寺

　
住
職

N
G
O
を
取
り
巻
く
外
的
・
内
的
環
境
が
厳
し

さ
を
増
す
中
、「
本
の
力
を
生
き
る
力
に
！
」
の

初
心
を
忘
れ
ず
、「
公
益
」
の
名
に
恥
じ
な
い
よ

う
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
気
を

配
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

監
事野

中 

茂

野
中
公
認
会
計
士
事
務
所

公
認
会
計
士

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
、
生
き
る
っ
て
こ
ん

な
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
な
ん
だ
！ 

と
実
感
で
き

る
世
界
に
な
る
よ
う
に
、
微
力
な
が
ら
尽
力
い

た
し
ま
す
。

副
会
長

神
津 

佳
予
子

有
限
会
社
ケ
イ
ア
ン
ド
ア
イ

代
表
取
締
役
社
長

こ
れ
ま
で
、
シ
ャ
ン
テ
ィ
の
活
動
か
ら
多
く
の

こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
専
門
で

あ
る
教
育
学
の
知
見
を
活
か
し
て
、
教
育
協
力

事
業
に
貢
献
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

理
事浜

野 

隆

お
茶
の
水
女
子
大
学
基
幹
研
究
院

人
間
科
学
系

　
教
授

シ
ャ
ン
テ
ィ
の
現
地
活
動
を
さ
ら
に
質
を
高
め
、

活
性
化
す
る
こ
と
に
で
き
る
だ
け
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

理
事下

澤 

嶽

静
岡
文
化
芸
術
大
学
文
化
政
策
学
部

国
際
文
化
学
科

　
教
授

平
成
か
ら
令
和
へ
つ
な
が
る
節
目
の
年
。
竹
に

例
え
れ
ば
強
固
で
あ
る
ほ
ど
し
な
や
か
に
対
応

し
成
長
で
き
る
で
し
ょ
う
。
教
育
・
文
化
の
先

に
あ
る
平
和
を
め
ざ
し
、
76
億
分
の
1
の
力
を

結
集
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

常
務
理
事

秦 

辰
也

近
畿
大
学
国
際
学
部

　
教
授

３
期
目
を
務
め
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。
今
回
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
ク
ラ
フ
ト
エ
イ
ド
を
い
か
に
自

立
で
き
る
セ
ク
シ
ョ
ン
に
す
る
か
で
あ
り
ま
す
。

今
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
て
皆
さ
ん
に
活
用
し

て
も
ら
え
る
ク
ラ
フ
ト
エ
イ
ド
に
仕
上
げ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

理
事渡

邊 

智
惠
子

株
式
会
社
ア
バ
ン
テ
ィ

代
表
取
締
役
会
長

スタッフ紹介

番外編

2019年3月27日に行った定時社員総会において、

2019年7月からの理事14人と、監事2人が選出

されました。 　　　　  ※肩書きは2019年7月時点のもの

理事・監事が
選出されました



若
い
め
す
ね
ず
み
の

結
婚
相
手

母
ね
ず
み
は
太
陽
に
娘
ね
ず
み

と
結
婚
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま

し
た
。

太
陽
は
言
い
ま
し
た
。
「
私
は

あ
な
た
が
思
っ
て
い
る
ほ
ど
強

く
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、

雲
は
私
を
覆
い
、
遮
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。」

雲
は
言
い
ま
し
た
。「
も
し
も
風

が
来
た
ら
、
雲
は
広
が
る
か
散

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。」

風
は
言
い
ま
し
た
。
「
私
よ
り

も
堅
い
土
手
の
方
が
も
っ
と
強

い
で
す
。」

2

21 20

世
界
の
絵
本
を

読
ん
で
み
よ
う

ミ
ャ
ン
マ
ー
　
2
0
1
8
年

シ
ャ
ン
テ
ィ
出
版
絵
本

27

昔
、
誇
り
高
い
一
匹
の
母
ね
ず

み
が
い
ま
し
た
。
そ
の
娘
の
ね

ず
み
は
と
て
も
美
し
く
、
多
く

の
若
い
お
す
ね
ず
み
が
求
婚
を

申
し
込
む
ほ
ど
で
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
そ
の
母
ね
ず
み
は
、
ど

の
お
す
ね
ず
み
に
も
娘
と
の
結

婚
を
許
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
し
て
最
後
に
ロ
ー
プ
が
言
い

ま
し
た
。
「
私
よ
り
も
ね
ず
み

の
方
が
強
い
で
す
。
も
し
ね
ず

み
が
私
を
噛
め
ば
、
バ
ラ
バ
ラ

に
ち
ぎ
れ
て
し
ま
う
か
ら
で

す
。」

こ
の
世
で
一
番
強
い
の
は
ね
ず

み
だ
と
分
か
っ
た
母
ね
ず
み
は

満
足
し
、
娘
ね
ず
み
と
彼
女
の

愛
す
る
若
い
お
す
ね
ず
み
と

の
結
婚
を
許
し
、
祝
福
し
ま
し

た
。

1

3

5

6

土
手
は
言
い
ま
し
た
。
「
私
は

牛
の
角
で
突
い
た
り
さ
れ
る
と

崩
れ
て
し
ま
い
ま
す
。」

牛
は
言
い
ま
し
た
。
「
私
は
い

つ
も
ロ
ー
プ
に
つ
な
が
れ
、
従

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。」

4



世 界 の 現 場 か ら

AIRMAIL
To 日本の皆さん　From 活動の現場

23 22

米
粉
で
作
ら
れ
る

モ
チ
モ
チ
お
菓
子

　

ミ
ン
ガ
ラ
ー
バ
ー
（
こ
ん
に
ち
は
）
！　

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
街
の
屋
台
で
売
ら
れ
て
い
る

 「
モ
ー
ピ
サ
レ
」
と
い
う
定
番
お
や
つ
を
知
っ

て
い
ま
す
か
？　

厚
み
の
あ
る
ク
レ
ー
プ
の

よ
う
な
見
た
目
で
、
屋
台
で
は
主
に
ス
イ
ー
ツ

系
の
黒
砂
糖
味
と
大
人
に
人
気
の
パ
ク
チ
ー

味
の
2
種
類
が
売
ら
れ
て
い
ま
す
。
生
地
に

米
粉
を
使
っ
て
い
る
の
で
、
も
ち
も
ち
と
し
て

い
て
病
み
つ
き
に
！　

直
径
10
cm 

と
大
き
め

で
す
が
、
お
腹
が
空
い
て
い
る
時
は
何
枚
で
も

食
べ
て
し
ま
う
ほ
ど
。
一
つ
１
０
０
チ
ャ
ッ
ト

 （
７
～
８
円
）で
買
え
る
の
で
小
腹
が
空
い
た
と
き

に
は
も
っ
て
こ
い
で
す
。
特
に
で
き
た
て
は
熱
々

で
と
っ
て
も
お
い
し
い
の
で
お
す
す
め
で
す
！

総務担当のスウさん。趣味は読書
と旅行。図書館活動や学校建設
活動チームのサポートをしていま
す。

みんなの笑顔をつくる世界のおやつ旅

ミャンマーのおやつ
モ ー ピ サ レ

街中の屋台で買うことが
できます。目の前で作って
くれるので、熱々のできた
てを食べることができます。

ミャンマー ピー事務所　
総務担当

スウさんの
おすすめおやつ

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、

ア
ジ
ア
の
各
国
で
活
動
す
る

シ
ャ
ン
テ
ィ
の
様
子
や

ス
タ
ッ
フ
を
紹
介
し
ま
す
。

2014年よりピー郡に事務所を開設し、
図書推進活動を行うミャンマー事務所。
ミャンマー全土へ向けて、活動の幅を広
げる現地事務所の様子を紹介します。

「ぐりとぐら」作：中川李枝子　絵：大村百合子（福音館書店）



世界の現場から

AIRMAIL

25 24

児
童
サ
ー
ビ
ス
を
ミ
ャ
ン
マ
ー

全
土
へ
広
げ
る
活
動

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
事
務
所
で
は
、
図
書

館
員
や
職
員
に
向
け
て
、
紙
芝
居
や

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
研
修
や
指
導

を
通
じ
て
、
児
童
サ
ー
ビ
ス
の
環
境

を
整
備
し
て
き
ま
し
た
。
学
校
へ
の

移
動
図
書
館
活
動
や
図
書
貸
し
出
し

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
子
ど
も
た
ち

が
図
書
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
環
境
を

整
え
て
い
ま
す
。
現
在
は
こ
れ
ま
で

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
事
務
所
の

あ
る
西
バ
ゴ
ー
地
域
か
ら
、
東
バ

ゴ
ー
地
域
へ
活
動
を
広
げ
て
い
ま
す
。

国
内
で
出
版
さ
れ
る
絵
本
は
良
質
な

も
の
が
少
な
く
、
子
ど
も
が
絵
本
を

読
む
機
会
が
少
な
い
ミ
ャ
ン
マ
ー
で

す
が
、
読
み
聞
か
せ
を
行
う
と
、
子

ど
も
た
ち
は
と
て
も
喜
び
、
読
み
聞

か
せ
の
後
す
ぐ
に
絵
本
を
取
り
に
来

る
な
ど
、
絵
本
に
対
す
る
興
味
や
関

心
は
と
て
も
高
い
と
感
じ
ま
す
。

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
が
子
ど
も
の

将
来
を
変
え
る
き
っ
か
け
へ

Hot Topics

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
未
だ
に
開
発
途
上

に
あ
り
、
教
育
は
国
の
将
来
の
た
め

に
も
重
要
な
課
題
で
す
。
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
は
、
子
ど
も
の
成
長
に
不

可
欠
で
す
。
読
み
聞
か
せ
の
活
動
は
、

子
ど
も
た
ち
の
将
来
を
変
え
る
き
っ

か
け
に
も
な
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
人
々
に
と
っ
て
は
ま

だ
ま
だ
新
し
い
考
え
方
で
普
及
に
は

時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
が
、
児
童

サ
ー
ビ
ス
の
重
要
性
や
手
法
を
図
書

館
員
な
ど
多
く
の
方
々
に
理
解
し
て

も
ら
い
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
全
土
の
子
ど

も
に
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

❶

❷ ❸

PROFILE
8年間小学校教員として勤務の
後、ヤンゴンにてツアーガイドの
トレーニングを受ける。NHKヤ
ンゴン支局にて1年間TVプロ
デューサーとして勤務後、ツアー
ガイドとして働き2014年に入職。

ミャンマー事務所　
カウンターパート渉外担当

トータ

ミャンマー

ネピドー

ヤンゴン
バゴー地域ピー郡

 From

Myanmar
ミャンマー
2011年の文民政権成立後、急激に民主化が進む
ミャンマー。2014年の事務所開設より行う読書
推進活動や児童サービスについてご紹介します。❶子どもたちの声

読み聞かせや絵本に触れることが
初めての子どもも多く、初めての絵
本に目を輝かせ、とてもうれしそう
にします。読み聞かせが終わると一
目散に絵本を取りに来てくれ、子ど
もたちの興味が伝わってきます。

❷東バゴー地域での研修
以前研修を受け、既に児童サービス
を実践している西バゴー地域の図書
館員に先輩として研修に参加しても
らい、児童サービスの普及に取り組
んでいます。読み聞かせなどの研修
を通じ、図書館員や情報広報局の
方々が自信を持って児童サービスを
提供できるようにしています。

❸児童サービスをミャンマー全土へ
ミャンマー全地域の公共図書館の職員を集め、児童サービスに関する研
修を2日間実施しました。研修を終えた職員が各地で児童サービスの概
念や実施方法を共有し、読み聞かせ活動がミャンマー全土に広がってい
くことが期待されます。



私のお気に入り

世界の現場から

AIRMAIL
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13：00 午後の授業
午後の授業の後、16時から17時ま
で参加自由の補習授業に参加して
います。

6：00 起床・朝食
起きたらすぐに顔を洗ってタナカ
  （ミャンマー伝統の化粧品）を塗
り、学校に行く支度をします。
朝食は簡単にすませます。

11：00-12：00 昼食
お昼ご飯はみんなで食べます。
チキンカレーが好きです。

英
語
で
海
外
の
人
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
を

紹
介
し
た
い
！

　
庭
師
の
父
と
看
護
師
の
母
と
、
植
物
に
囲
ま
れ
て
３
人
で

暮
ら
し
て
い
ま
す
。
親
友
と
一
緒
に
折
り
紙
で
飛
び
出
す
絵

本
を
作
っ
た
り
、
折
っ
た
折
り
紙
を
家
に
飾
っ
た
り
す
る

の
が
楽
し
み
で
す
。
将
来
の
夢
は
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
に
な
る
こ

と
。
前
に「
マ
ン
ダ
レ
ー
」に
行
っ
た
と
き
に
、
海
外
の
方
に

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
良
い
場
所
を
た
く
さ
ん
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
英
語
の
映
画
を
見
た
り
、
英
語
の
授
業
を
頑
張
っ

て
英
語
が
話
せ
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。
海
外
の
人
た
ち

と
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
た
め
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

ミャンマーで児童サービスを利用する女の子にイン
タビュー。将来、ツアーガイドになることを夢見る
マ・ミュー・ニン・コさんの普段の一日を紹介します。

From Myanmar／ミャンマー

現地の子どもリポート

ネピドー

ヤンゴン

私が
住んでいるのは
こんな村

6：30 通学
7時から8時まで自由参加の補
習授業があり、将来のために
積極的に参加しています。8時
から授業開始まで5年生以上
は部活動に参加し、サッカーな
どで体を動かしています。

18：00 夕食
母さんの手料理で一番好きなのは
野菜カレーです。

22：00 就寝
夕食後は復習予習を行ったり、
本を読みます。時間があるとき
にはテレビを見てリラックス。

おすすめは［名物ジュースとお祭り！］
暑さを吹き飛ばすサトウキビジュースは、1　杯10
〜20円ほどで飲め、自然の甘味と夏の暑さから
何杯でも飲めます！ 4月にある一大イベント「水
かけ祭り」は街のみんなが楽しみにしています。

9：00 午前の授業
好きな教科は、ミャンマー語の
授業です。自分たちの文化や
言葉を学ぶことができてとて
も面白いです。

私の１日を
紹介します！

ミャンマーから
マ・ミュー・ニン・コさん（12歳）

がリポート！

1日がスタート！

学校の大きな竹やぶの周りがお気に入
りの場所。竹やぶが日陰を作ってくれ
ます。『うずらちゃんのたからもの』（福
音館書店）という絵本が好きで、宝探し
の様子を見てとてもわくわくします。

「学校の竹やぶと絵本」

17：00 帰宅
補習授業後、友達と外で遊んだり、
折り紙で遊びます。

お
やすみなさ

い！

マンダレー

Myanmar
ミャンマー

バゴー地域
ピー県ピー郡
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Shanti@Tokyo
クラフトエイド課

髙橋 布美子さん
たかはし   ふ    み   こ

クラフトエイド課

髙橋 布美子
たかはし   ふ    み   こ

東京事務所の活動をレポート！

Shanti@Tokyo

クラフトエイド課  髙橋 布美子さん
たかはし   ふ    み   こ

Shanti@Tokyo東京事務所の
活動をレポート！

　

ア
ジ
ア
の
先
住
少
数
民
族
の

生
活
は
、
経
済
価
値
で
計
れ
ば
苦

し
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す

が
、
自
然
に
寄
り
添
い
、
家
族
や

知
人
が
助
け
合
っ
て
暮
ら
す
様
子

29 28

暮
ら
し
や
伝
統
文
化
、
想
い
を
知
り

消
費
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に

新商品がたくさん出来ました　
今回の新商品制作には、デザインや
商品企画を仕事にしているプロの方々
にご参加いただきました。おかげで
魅力的かつ機能的な商品がたくさん
できました。

オンラインストアもリニューアル
商品の説明だけではなく、民族や生産者の情
報が盛りだくさん。商品はどんな人たちが作っ
ているのか、作り手のストーリーなど現地の様
子をお楽しみください。

2019年春にブランドリニューアル
クラフトエイドはブランドリニューアルを行
い、ロゴが新しくなりました。作り手とアイ
テムを通してつながりますように、という想
いを込めて<CRAFT>と<AID> のAをつ
なげました。

Hot Topics

は
、
と
て
も
幸
せ
そ
う
に
も
見
え

ま
す
。
そ
ん
な
伝
統
的
な
暮
ら
し

の
ポ
ジ
ティ
ブ
な
面
を
多
く
の
方
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
活
動

し
て
い
ま
す
。PROFILE

髙橋 布美子

民間企業勤務後、NGOに入職。カ
ンボジアに駐在し先住少数民族の
方々と一緒に自然環境や伝統文化
を守る活動を行う。
2018年5月に入職。

　

現
在
私
は
、
ス
ン
バ
ッ
グ
を
制

作
す
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
生
産
者
団

体「
ク
ロ
ー
マ
ー
ク
ロ
ス
シ
ョ
ッ

プ
」を
担
当
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
制
作
い
た
だ
く
中
で
、
あ
る

日
パ
タ
リ
と
連
絡
が
取
れ
な
く
な

り
心
配
し
て
い
た
ら
、
担
当
者
が

怪
我
を
し
て
い
た
り
、
雨
季
で
村

が
浸
水
し
て
織
り
機
が
使
え
な
く

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
刺
繍
な
ど
を
畑
仕
事
や

家
事
の
合
間
に
さ
れ
る
生
産
者
も

多
く
、
商
品
が
少
し
汚
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
日
本
で
販
売

す
る
際
は
、
こ
う
い
っ
た
状
況
は

避
け
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ

が
現
地
の
方
た
ち
の〝
も
の
の
作
り

方
〟と
も
思
う
の
で
す
。
ど
こ
ま
で

日
本
に
合
わ
せ
て
も
ら
う
の
が
良

い
の
か
？ 

も
の
を
作
り
売
る
こ
と

の
難
し
さ
を
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。

　

国
内
で
の
販
売
活
動
で
は
、
多

く
の
お
客
様
と
直
接
お
会
い
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
長
い
間
、
商

品
を
買
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方

も
多
く
、
皆
さ
ま
に
活
動
を
支
え

て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
フ
ト
エ
イ
ド

の
商
品
を
通
し
、
よ
り
多
く
の
方

に
生
産
者
の
暮
ら
し
や
伝
統
文
化
、

想
い
を
知
っ
て
も
ら
い
、
作
り
手

と
買
っ
て
く
だ
さ
る
方
々
、
双
方

の
顔
が
見
え
る
関
係
を
作
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

アフガニスタンはお花や緑の多い自
然豊かな国。そんなアフガニスタン
のお花をモチーフにしたネックレスは、
軽くてシンプルなデザインながらコー
ディネートのアクセントになります。

お気に入り
アイテム

アフガン・小花のネックレス



1991年にプノンペンに事務所を設置してか
ら、カンボジアは大きく変化しました。街並
みはもちろん、経済や人々の暮らしも。月日
の経過に伴い、活動の担い手が変わるこ
ともありますが、抱く想いは当時と変わりま
せん。誰もが安心して暮らせる平和（シャン
ティ）な社会の実現を目指して。（召田安宏）

人事のお知らせ
●入職

永井 新生 事業サポート課 海外緊急救援担当（4/1付）

黒田 弘啓 事業サポート課（5/1付）

加藤 由里子 地球市民事業課（6/1付）

柴田 茂寛 事業サポート課 緊急救援担当（6/1付）

●退職

瀧谷 裕美 経理担当（2018年末）

萩原 宏子 カンボジア事務所 調整員（4/30付）

竹内 海人 事業サポート課　海外緊急救援担当（4/30付）　

森野 めぐみ 総務・人事室　総務担当（6/30付）

石田 理絵 クラフトエイド課（6/30付）

「クラフトエイド」
  ブランドリニューアル

2018年9月のインドネシア・スラウェシ島地震で被災
した女性を対象に、2019年2月より生計回復支援
事業を行ってきました。コーヒーや魚介類などの加
工食品の製造、販売を支援しています。

インドネシア・スラウェシ島地震
支援活動報告

編集後記

1985年にはじまったシャンティのフェアトレード事
業「CRAFT AID（クラフトエイド）」は、2019年4
月にブランドリニューアルを行い、オンラインストア
やロゴを刷新し、新商品の販売を開始しました。

シャンティからのお知らせ

当会へのご寄付は、所得税、住民税、および法人税、相続税の優遇措置が受けられます。
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カ
ン
ボ
ジ
ア
取
材
を
終
え
て

　
2
0
1
9
年
3
月
、
シ
ャ
ン
テ
ィ
の
今
昔
物
語
を
テ
ー

マ
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
取
材
に
行
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
私
自
身
が
同
国
を
初
め
て
訪
れ
た
の
は
10
年
以
上
前

の
こ
と
。
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
か
ら
長
距
離
バ
ス
で
シ
ェ
ム

リ
ア
ッ
プ
に
移
動
し
た
の
で
す
が
、
国
境
を
越
え
た
途
端

悪
路
に
変
わ
り
、
タ
イ
と
の
格
差
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
当
時
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
暗
い
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い

た
気
が
し
ま
す
。
今
の
煌き

ら

び
や
か
な
様
子
を
見
る
と
隣

国
と
の
経
済
格
差
も
多
少
は
縮
ま
り
、
恩
恵
に
預
か
る

人
々
も
多
そ
う
で
す
。

　
た
だ
、
一
概
に
経
済
的
発
展
を
喜
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。「
物
価
が
上
昇
し
て
生
活
は
苦
し
く
な
る
ば
か
り
」

と
は
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
ス
ラ
ム
に
暮
ら
す
女
性
の
台
詞
で

す
。
弱
い
立
場
の
人
々
を
置
き
去
り
に
し
て
は
本
当
の
発

展
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
が
こ
の
国
の
正
念
場
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

30

上：プール付きルーフトップバーから望んだプノ
ンペンの夕景。
下：経済発展は貧しい暮らしをさらに苦しいもの
にすると不満を述べた女性。

プノンペンの高層ビル群。川を
挟んだこちら側にはイスラム教徒
たちの暮らす貧しい地域がある。

Shanti s 
Photo  Log 
ファインダーを　　のぞいて

川畑 嘉文（フォトジャーナリスト）
Yoshifumi KAWABATA

ニューヨークの雑誌社勤務時代に9.11を経験し、記者職を捨て写真
の道に進むことを決意。2002年、会社を退職しタリバン政権崩壊後
のアフガニスタンを訪れ取材を行った。2005年フリーランスのフォト
ジャーナリストとなり、世界中の難民キャンプや貧困地域、自然災害の
被災地で取材を行い、雑誌や新聞などに写真と原稿を寄稿している。


